














はじめに

　Duchenne 型進行性筋ジストロフィー症(PMD)を長期にわたり臨床的追跡を行

なうと,うっ血性心不全のために不幸な経過を辿る症例が数多く報告されてい

る.このようなうっ血性心不全の発生要因を究明し,かつ早期に心機能異常をと

らえ,本病の進展を防止する対策を検討することは,臨床的に重要な意義を有す

ることである.

　ベクトル心電図,心機図の立揚から,本症を 3 年間にわたり,それらの経年的

変化を追跡し,ベクトル心電図異常,心機能低下の成因の一端の解明を示唆する

所見を得た.

　又本年は心臓超音波検査法による心機能の評価をも試みたので併せて報告す

る.


